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「

「イスラム」について何から調べたらよいかわからない方へ。レポート作成時の情報探索ガイド（基本編）として活用してください。目安：初級者向け
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	キーワード



	オンライン目録（OPAC）や各種データベースを検索する際に利用するキーワードの例です。

イスラム／イスラーム／ムスリム／ムハンマド／アッラー／クルアーン（コーラン）／スンナ(スンニ)派／シーア派／メッカ／モスク／ジハード／ラマダーン月

	


	入門的な情報源


そもそも「イスラム」って、何？言葉の意味やテーマの意味が不明確の場合は「キーワード」を手がかりに百科事典、用語事典を引いてみましょう。

＜図書館で所蔵している図書（一例）＞
	資料情報（書誌情報）
	請求記号･資料ID
	配置場所

	世界大百科事典．平凡社
	
	

	イミダス=Imidas．集英社
	
	

	知恵蔵 : 朝日現代用語．朝日新聞社
	
	

	現代用語の基礎知識．自由国民社
	
	

	Japan Knowledge
	インターネット
	


	図書を探す


●学内の所蔵を探す

○テーマの棚に行って探す
図書には１冊毎にテーマを表す分類番号が付いていて、この番号順に並んでいます。

＜関連分野の分類番号＞

	167
	イスラム教
	224
	インドネシア
	226
	中東

	228
	アラブ諸国
	
	
	
	


○OPACで調べる
オンライン目録(OPAC)で本学図書館の蔵書を調べることができます。資料の所蔵の有無、配架場所、請求記号がわかります。

＜図書館で所蔵している図書（一例）＞
	資料情報（書誌情報）
	請求記号・資料ID
	配置場所

	稲垣雄三,佐藤次高編．概説イスラーム史．有斐閣，1986
	
	

	山内昌之,大塚和夫編．イスラームを学ぶ人のために．世界思想社，1993
	
	

	三浦徹, 東長靖, 黒木英充編．イスラーム研究ハンドブック．栄光，1995（講座イスラーム世界 別巻）
	
	


●国内で刊行されている図書を探す
○「NDL-OPAC」　http://opac.ndl.go.jp/
国立国会図書館の蔵書目録。国内で刊行されている図書や雑誌が検索できる。

○「Webcat Plus」　http://webcatplus.nii.ac.jp/
明治以前の図書から新刊書までの日本語の図書が「連想検索」できる。所蔵している図書館も表示される。

○「Books.or.jp（日本書籍総目録）」　http://www.books.or.jp/
国内で発行された入手可能な書籍が検索できる。出版者のホームページやオンライン書店へのリンクもある。

	雑誌・雑誌記事を探す


●雑誌の探し方
○学内の所蔵を探す

オンライン目録(OPAC)で本学図書館の蔵書を調べることができます。資料の所蔵の有無、配架場所、請求記号がわかります。
＜図書館で所蔵している主な雑誌＞
	資料情報（書誌情報）
	請求記号・資料ID
	配置場所

	イスラム世界．日本イスラム協会
	
	

	現代の中東．アジア経済研究所
	
	


○国内で刊行されている雑誌を探す
1.『雑誌新聞総かたろぐ』メディア･リサーチ・センター　冊子

現在刊行されている雑誌、新聞が調べられる。

2.「NDL-OPAC」　http://opac.ndl.go.jp/
国立国会図書館の蔵書目録。国内で刊行されている図書や雑誌が検索できる。

3　「Webcat Plus」　　http://webcatplus.nii.ac.jp/
一致検索では、図書と雑誌が検索できる。所蔵している図書館も表示される。

●雑誌記事の探し方
○記事索引データベース
1.「国立国会図書館雑誌記事索引」（NDL-OPAC）http://opac.ndl.go.jp/
国内で刊行された学術雑誌･紀要を中心に人文科学･社会科学・自然科学の記事情報が検索可能。

2.「MAGAZINEPLUS」 インターネット・学内接続

国内最大の雑誌・論文記事のデータベース。一般週刊誌から学術雑誌まで幅広く採録されている。
3.「CiNii(サイニイ)：NII論文情報ナビゲータ」　http://ci.nii.ac.jp/cinii/servlet/CiNiiTop#
学協会で発行された学術雑誌と大学等で発行された研究紀要の両方を検索し、検索された論文の引用文献情報や、「NACSIS-ELS」（学内接続）に登録された本文を参照したりすることが可能。
＜こんな雑誌記事が検索できます＞
	記事情報

	SPECIAL REPORT 異文化 ムスリムとして日本で生きる．Newsweek．19(8)，2004.2.25, 16-20


	新聞・新聞記事を探す


●原紙／縮刷版
新聞コーナーにあります。縮刷版は現物の新聞をそのまま縮小して冊子体にしたもので、巻頭の索引を使うと関連するテーマの新聞記事が検索できます。

＜図書館で所蔵している専門紙＞
	新聞名
	配置場所

	紙名．出版地，出版者，刊行頻度．（言語の表示）
	

	
	


●新聞記事の探し方
○データベース

探しているテーマの新聞記事をテーマ、キーワード、日付等から検索して全文を読むことができます。
＜図書館で利用できるデータベース＞

	データベース
	新聞
	収録期間

	聞蔵： DNA for Libraries
	朝日新聞
	

	毎日Newsパック
	毎日新聞
	

	ヨミダス文書館
	読売新聞
	

	日経テレコン21
	日本経済新聞
	


＜こんな新聞記事が検索できます＞
	記事情報

	イスラム教徒の印象、否定的反応が「好感」の１６倍　米国の世論．朝日新聞・夕刊，2004.10.5


	専門的な情報源


更に深くテーマを掘り下げるには専門事典、白書、年鑑などの情報源が役立ちます。
＜図書館で所蔵している図書（一例＞
	資料情報（書誌情報）
	請求記号･資料ID
	配置場所

	日本イスラム協会監修．新イスラーム事典．平凡社，2002
	
	

	大塚和夫 [ほか] 編．岩波イスラーム辞典．岩波書店，2002
	
	

	ユネスコ東アジア文化研究センター編．日本における中東・イスラーム研究文献目録 : 1868年-1988年．ユネスコ東アジア文化研究センター，1992
	
	

	ユネスコ東アジア文化研究センター編．日本における中央アジア関係研究文献目録 : 1879年-1987年3月．ユネスコ東アジア文化研究センター，1988-1989
	
	


	ＡＶ資料


ビデオやDVDなど視聴覚資料も参考になります。


	資料情報（書誌情報）
	請求記号･資料ID
	配置場所

	著者名．書名．版表示．出版地，出版者，出版年，総ページ数，（ｼﾘｰｽﾞ名，ｼﾘｰｽﾞ番号）．（ＩＳＢＮ）（言語の表示）（媒体表示）
	
	

	
	
	

	
	
	


	Webサイト


キーワードを参考に、手がかりとなる単語やカテゴリーから関連サイトを検索しましょう。
●代表的なサーチエンジン
○「Yahoo!」 http://www.yahoo.co.jp/　

ディレクトリ型＝情報を人の手で分野分けして提供。

○「Google」 http://www.google.co.jp/
独自方式＝リンクを利用したページ分析による重要度判定を検索結果に反映

○「Ｇｏｏ」　http://www.goo.ne.jp
ロボット型＝自動処理プログラムが情報収集。ヒット数が多いが該当以外のものを含むことがある。

●関連サイトの紹介
○「日本中東学会」　http://wwwsoc.nii.ac.jp/james/top-j.html
『日本における中東研究文献データベース』で1989－2000年の記事検索ができる。

○「東京大学東洋文化研究所」　http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/
データベース『イスラム事典 検索ページ』が利用できる。
	類縁機関


●類縁機関の紹介
○「国立国会図書館」　http://www.ndl.go.jp/
〒100-8924　千代田区永田町1-10-1　電話：03-3581-2331(代表)

○「財団法人中近東文化センター」　http://www.meccj.or.jp/Pages/main_frame.html
〒181-0015　東京都三鷹市大沢3-10-31　電話：0422-32-7111　
○「アジア経済研究所図書館」　http://www.ide.go.jp/Japanese/Library/index.html
〒261-8545　千葉県千葉市美浜区若葉3-2-2　電話：043-299-9716
	図書館にない資料を入手するには


●所蔵している図書館を調べる
○「NACSIS　Webcat」 http://webcat.nii.ac.jp/
全国の大学図書館等が所蔵する図書・雑誌の総合目録データベース。探している資料がどの図書館にあるのかを調べる。
●閲覧／文献複写／現物貸借／購入を依頼する。
探している資料が本学図書館にない場合は以下のサービスが利用できます。

○閲覧

他大学図書館・その他の類縁機関の資料を閲覧することができます。訪問する際には、紹介状（資料閲覧願）が必要です。

○文献複写・貸出

国立国会図書館・他大学図書館等類縁機関の資料は複写・借り出しができます。相互利用申込書に記入の上申し込んでください。

○購入依頼

購入してほしい本がある場合は、リクエストカードに記入してください。

イスラムについて調べてみよう（国内編）


－すぐに使える情報収集への道しるべ－
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